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議会だ よ り し ら たか 第 1 00号
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と
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め
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の
目
線
で

話
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を
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編
集
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術
も
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上
し

、
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成
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)
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に
全
国
町
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会
広
報
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ク
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で
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を
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し
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外
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に
訪
れ
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に
な
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第 34号 平成 4 年 4 月 22 日 発行

第 7 回全国町村議会広報 コ ン ク ール
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3 8号 平成 5 年 4 月 22 日 発行

第 8 回全国町村議会広報 コ ン ク ール

奨励賞受賞
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第 50号 平成 8 年 4 月 22 日 発行

第 1 1 回全国町村議会広報 コ ンク ール
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5 0 号記念特別企画 と して 、 架空の

弥次議員 と喜多議員が、 予算成立後 に

鋭い 目 で政治状況を分析 して い ます 。

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

に
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案
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た
の
が
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で
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も
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が
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り
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す
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で
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私
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、
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そ
の
後

、
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は
研
鑽
を
重
ね

、
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数
多
く
入
選

選

り しらをか第5
で 、 町民生活はどう変わ
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昭和 59年の創刊号以来、 議会 と 町民の皆 さ んを

結ぶかけ橋 と して発行 さ れてきた議会だよ り が、

今号で 1 00号を迎え ま した 。

そ こ で、 こ れまでの議会広報 コ ン ク ールでの

受賞 と議会だよ り の変遷を振 り 返 っ てみ ま した 。


